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DNA、RNA などの核酸は遺伝情報のキャリアーとして、現代の分子生物学の研究対象

の中心として位置づけられてきました。また、生命の起源となる分子と考えられていま

す。一方、核酸は多様な構造を取りうることから医学的、工学的な利用という点におい

ても着目され、その物理化学的な性質に関する研究が盛んに行われています。本セミナー

では、多様な核酸研究を分野横断的に議論する場を設け、核酸サイエンスの新たな潮流

の形成を目指します。
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オーガナイザー：大学 保一・藤村 維子（学際科学フロンティア研究所 新領域創成研究部）

16:00-17:00

荻　朋男 名古屋大学環境医学研究所 教授

DNA修復の異常により発症する
ゲノム不安定性疾患の分子病態
解明研究

DNA 損傷に対して適切に応答し修復するシステムは、遺伝情報の
安定した維持と伝達に必須です。我々は、様々なヒトの遺伝性疾患
のうち、ゲノムの不安定化によって発症すると考えられる症例を収
集し、各種スクリーニングを通して新規の DNA 修復関連因子の同
定と分子病態解析研究をおこなっています。本セミナーでは、我々
の研究室で最近同定したいくつかのヒト DNA 修復関連因子の機能
について報告します。

17:10-17:40

鈴木 勇輝 東北大学学際科学フロンティア研究所 助教

DNAを素材にナノ構造体を織る
～DNAオリガミとその応用～

生命の遺伝情報の担い手である DNA は、情報をコードしたポリ
マーという魅力的なナノマテリアルでもあります。本セミナーで
は、長鎖DNAを望みの形状へとおりたたんでいくDNAオリガミ
法に焦点を当て、DNA ナノ構造体の設計原理と応用例を紹介しま
す。

17:40-18:00

陣野 大輔 東北大学大学院薬学研究科（薬学履修課程）
 学際高等研究教育院生（生命・環境）

tRNAのダイナミクスにおける
修飾核酸の役割

従来、tRNAにおける修飾核酸は「tRNAの識別」「コドン認識の拡張」
「高次構造の安定化」といった、tRNA 分子にとって欠かせない機
能を持つと考えられ、tRNA の修飾変化は意識されていませんでし
た。しかし近年になり、細胞状態に応じた修飾変化や tRNA 発現が
厳密に制御されていることが知られ、細胞状態のバイオマーカーと
しての修飾核酸が注目されています。

お問合せ /学際科学フロンティア研究所 企画部 : 藤村 kikaku@fris.tohoku.ac.jp


